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外
は
も
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／
ノ
ク

白
い
光
が
広
が
っ
て
い
た
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は
も
う
／
／
ノ
ク

白
い
光
が
広
が
っ
て
い
た
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の
１
月
’
５
月
で
、
広
域
の
５

都
市
が
共
同
で
実
施
す
る
と
い

う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
話
題

を
呼
ん
で
い
る
。
「
平
家
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
を
求
め
て
ｌ
舞
台

は
西
へ
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
に

瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や
平
家

物
語
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
５

都
市
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

各
地
域
独
自
の
催
し
も
行
わ
れ

る
。
新
し
い
時
代
の
要
求
に
応

じ
た
感
性
と
理
性
を
伴
う
ツ
ア

ー
と
し
て
今
後
注
目
さ
れ
る
。

☆
公
園
島
。
あ
わ
じ
ｌ

く
に
う
み
の
祭
典

現
在
建
設
中
の
大
鳴
門
橋
は

昭
和
帥
年
に
完
成
す
る
が
、
県

で
は
こ
れ
を
機
に
「
公
園
島
。

あ
わ
じ
Ｉ
く
に
う
み
の
祭
典
」

を
淡
路
島
全
域
で
催
す
こ
と
を

一二＝q z 圭一

☆
稲
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が
決
定

稲
年
に
開
催
さ
れ
る
神
戸
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
日
程
が
こ
の
ほ
ど
決

定
し
た
。
従
来
は
東
京
を
は
じ

め
各
地
で
開
か
れ
る
競
技
大
会

で
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
気
分

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
今
回
、

神
戸
に
誘
致
さ
れ
る
も
の
は
次

の
通
り
。

画
天
皇
賜
杯
全
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
抗

選
手
権
大
会
（
剛
、
。
５
１
７
）
／
神
戸

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
回
全
日
本
学

生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
稲

。
Ｘ
・
７
１
狸
）
／
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー

ル
、
神
戸
市
立
中
央
体
育
館
回
全
日
本
学

生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選
手
極
大
会
（
弧
・
狸

・
３
１
９
）
／
神
戸
国
際
展
示
場
国
全
日

本
体
操
競
技
選
手
桁
大
会
堀
。
ｎ
．
９

１
９
／
ワ
ー
ル
ド
記
念
ホ
ー
ル
■
日
本

学
生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
（
Ⅷ
。
９
．

２
１
６
）
／
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
１
プ
ー
ル
■
ア
ジ
ァ
ァ
マ
チ
ュ

ア
テ
ー
ー
ス
選
手
権
大
会
（
馴
皿
・
鍋
ｉ
ｎ

・
型
）
／
神
戸
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
園
秩
父
宮
妃
賜
杯
全
日
本
バ
レ
ー
コ

ー
ル
大
学
女
子
選
手
権
大
会
（
Ⅷ
８
．
浬

Ｉ
翌
／
王
子
体
育
館
、
甲
南
大
学
他
固

に
今
年
は
前
年
祭
と
し
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
小
中
学
生
の
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
、
映
画
「
瀬
戸
内

少
年
野
球
団
」
の
鑑
賞
会
、
少

年
野
球
大
会
の
運
営
、
島
歌
の

発
表
（
阿
久
悠
作
詞
）
等
で
機

運
を
盛
り
た
て
る
。

本
番
に
は
お
の
こ
ろ
ア
イ
ラ

ン
ド
（
メ
イ
ン
会
場
）
、
淡
路
フ

ァ
ー
ム
パ
ー
ク
、
う
ず
し
お
科

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

マスコットのネーミン
グの発表ももうすぐ

総
理
大
臣
杯
全
日
本
学
生
サ
ッ
カ
ー
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
価
・
８
．
露
Ｉ
配
）
／
神
戸

中
央
競
技
場
他
図
全
日
本
新
人
体
重
別
選

手
権
大
会
（
柔
道
）
（
弧
・
皿
・
ぎ
神
戸

市
立
中
央
体
育
館
。

ま
た
、
籾
年
８
月
下
旬
に
ユ

ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
前

年
祭
が
行
わ
れ
る
予
定
も
あ
る

内
容
は
現
存
陸
恢
討
中
だ
が
、
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
市
民
広
場
を

中
心
に
ワ
ー
ル
ド
バ
ザ
ー
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ビ
ー
ル
祭
り
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
先
頃
、
神

戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
歌
手
も
早
見
優
さ
ん

に
決
定
、
４
月
頃
に
は
テ
ー
マ

ソ
ン
グ
も
披
露
さ
れ
る
と
い
う

口
稲
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸
大
会
組
織

委
員
会
事
務
局
／
（
３
０
２
）
８
５
６
０

（
神
戸
国
際
交
流
会
館
６
Ｆ
）

☆
西
日
本
を
舞
台
に
、
平
家

〃
滅
び
の
美
学
″
を
追
求

一
の
谷
、
屋
島
、
壇
の
浦
と

源
平
合
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

の
は
、
ち
ょ
う
ど
８
百
年
前
。

こ
れ
を
機
に
、
京
都
、
神
戸
、

高
松
、
宮
島
、
下
関
の
５
都
市

提
携
に
よ
る
源
平
８
百
年
広
域

観
光
キ
ャ
ン
。
ヘ
ー
ン
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
期
間
は
昭
和
例
年

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

’
1４６
１

建設中の大喝門橋
の８４期い企

ち予月月はる画
な定３１２０６０。し
み。日１年会て

何
か
を
し
よ
う

わ
た
し
た
ち
が
尊
敬
し
本
運
動
に
積

極
的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
宗
教

詩
人
坂
村
真
民
さ
ん
（
愛
媛
県
伊
予
郡

砥
部
町
在
住
）
の
詩
は
、
ど
れ
も
、
わ

た
し
た
ち
の
心
を
洗
っ
て
く
だ
さ
り
、

生
き
る
力
を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

今
月
号
で
紹
介
す
る
詩
は
、
い
わ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
と
で
も
い
う
べ
き

詩
で
す
。何

か
を
し
よ
う坂

村
真
民

何
か
を
し
よ
う

み
ん
な
の
人
の
た
め
に
な
る

何
か
を
し
よ
う

よ
く
考
え
た
ら

自
分
の
体
に
合
っ
た

何
か
が
あ
る
筈
だ

弱
い
人
は
弱
い
な
り
に

年
老
い
た
人
は
老
い
た
人
な
り
に

何
か
が
あ
る
筈
だ

生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る

ご
恩
返
し
に

小
さ
な
こ
と
で
も
い
い

自
分
に
で
き
る
も
の
を
さ
が
し
て

何
か
を
し
よ
う

一
年
草
で
も

あ
ん
な
に
美
し
い
花
を
つ
け
て

終
わ
っ
て
ゆ
く
で
は
な
い
か

坂
村
真
民
署

「
す
べ
て
は
光
る
」
よ
り

わ
た
し
た
ち
は
、
本
年
も
こ
の
坂
村

真
民
さ
ん
の
詩
に
教
え
導
か
れ
、
誕
生

日
あ
り
が
と
う
運
動
の
推
進
に
が
ん
ば

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
ご
協

力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

剛
神
戸
市
中
央
区
御
幸
通
八
’
一
’
六

神
戸
国
際
会
館
一
階
の
郵
便
局
の
隣

宮
二
五
一
’
八
一
六
一
内
線
三
一
六
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須磨寺蒔山本周五郎文学碑

学
館
、
人
形
浄
瑠
璃
館
な
ど
も

完
成
し
、
ニ
ュ
ー
淡
路
島
が
誕

生
す
る
わ
け
で
、
県
の
新
名
所

に
期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
。

☆
小
磯
画
伯
が
名
誉
市
民
に

本
紙
の
表
紙
で
も
お
な
じ
み

の
小
磯
良
平
画
伯
が
文
化
勲
章

に
引
き
続
き
、
神
戸
市
の
名
誉

市
民
に
選
ば
れ
た
。
神
戸
市
の

名
誉
市
民
は
、
“
年
の
故
原
口

忠
次
郎
氏
（
元
市
長
）
に
次
い

で
２
人
目
。

得
て
正
式
に
決
定
さ
れ
る
。
贈

呈
式
は
胆
月
迦
日
、
市
役
所
内

で
行
わ
れ
、
勲
章
、
記
念
品

（
腕
時
計
）
が
贈
ら
れ
た
。

小
礎
氏
は
「
こ
れ
か
ら
も
大

好
き
な
神
戸
で
、
地
元
の
文
化

振
興
に
寄
与
し
た
い
」
と
喜
び

を
語
っ
て
い
た
。

☆
山
本
周
五
郎
の
愛
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
須
磨
寺
の
文
学
碑
に

文
学
の
香
り
高
い
名
勝
の
地

須
磨
に
も
う
一
つ
の
文
学
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
る
。
「
須
磨
寺

附
近
」
は
山
本
周
五
郎
が
卯
歳

の
時
の
須
磨
で
の
生
活
を
も
と

に
書
か
れ
た
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
作

と
し
て
有
名
だ
が
、
周
五
郎
の

没
後
焔
年
を
経
て
、
須
磨
寺
の

正
覚
院
の
一
角
に
文
学
碑
の
建

立
が
実
現
し
た
と
い
う
も
の
。

役
割
に
つ
い
て
広
く
人
々
に
紹

介
し
て
い
く
も
の
と
な
ろ
う
。

ま
た
ひ
き
続
い
て
「
カ
ラ
コ

ル
ム
」
の
記
録
映
画
も
上
映
。

時
間
は
２
時
１
５
時
。

参
加
希
望
者
は
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

を
明
記
し
以
下
ま
で
。

〒
姉
吹
田
市
千
里
万
博
公
園
１
の
１
財

団
法
人
千
里
文
化
財
団
〃
国
際
文
化
諦
淡

会
″
係
ま
で
。

☆
今
年
の
神
戸
港
入
港

外
国
客
船
延
べ
浬
隻

客
船
マ
ニ
ア
、
カ
メ
ラ
マ
ニ

ア
に
と
っ
て
待
望
の
外
国
客
船

ｌ
今
年
は
延
べ
錫
隻
が
入
港

す
る
。
３
月
廻
日
の
「
ロ
ッ
テ

ル
ダ
ム
号
」
が
皮
切
り
で
、
ｎ

月
５
日
の
「
ロ
イ
ヤ
ル
バ
イ
キ

瀞
こ
の
称

伯
号
は
市
長

緬
添
推
挙

小
し
、
議
会

の
同
意
を

川
県
在
住
で
あ
り
、
神
戸
に
ゆ

か
り
の
深
い
彫
刻
家
、
速
水
史

郎
さ
ん
が
制
作
を
担
当
し
た
。

１
年
が
か
り
で
構
想
を
練
っ
た

と
い
う
速
水
さ
ん
は
「
文
学
碑

で
あ
る
と
と
も
に
一
つ
の
作
品

で
あ
る
こ
と
を
狙
い
ま
し
た
」

と
、
昨
年
⑫
月
犯
日
、
早
朝
か

ら
小
雨
の
中
、
一
日
が
か
り
で

碑
の
据
え
付
け
工
事
を
完
了
、

「
満
足
な
気
分
で
２
月
皿
日
の

周
五
郎
の
命
日
を
迎
え
ら
れ
ま

す
」
と
語
っ
た
。

☆
２
月
６
日
に
国
際
文
化
講
演

会
、
参
加
者
募
集
中

神
戸
国
際
交
流
協
会
は
貿
易

の
拡
大
及
び
国
際
交
流
の
推
進

の
一
環
と
し
て
、
来
た
る
２
月

６
日
（
月
）
神
戸
国
際
会
議
場

に
て
国
立
民
族
学
博
物
館
館
長

・
梅
悼
忠
夫
氏
を
招
き
講
演
会

碑
は
、
副
住
職
の
三
浦
真
厳

さ
ん
の
畑
年
来
の
念
願
で
、
香

容
は
現
在
の
国
際
情
勢
及
び
創

世
紀
の
未
来
予
測
と
民
族
学
の

鍵議Ｉ
睦妊f⑪俺韓

蟻
図
書

ガ
イ
ド

梅悼忠夫氏

を
開
く
。

演
題
は

「
皿
世
紀

の
人
類

像
」
。
内

薄藍ヨ
.､藤

１
４７
１

ン
グ
ス
タ
ー
号
」
が
最
後
と
な

る
。
「
ロ
イ
ャ
ル
ー
号
」
は

５
回
入
港
す
る
予
定
で
、
最
も

多
い
バ
ハ
マ
の
「
パ
ー
ル
・
オ

ブ
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
号
」
は

８
回
入
港
す
る
。

「
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
号
」
以
下

の
入
港
は
、
「
ユ
ニ
バ
ー
ス
号
」

が
４
月
４
月
「
ロ
イ
ヤ
ル
－

号
」
が
４
月
９
日
、
「
パ
ー
ル

・
オ
ブ
・
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
号
」

が
４
月
哩
円
、
「
マ
キ
シ
ム
。

ロイクルバイキングスター号
今年も豪華客船がぞくぞくと
神戸にやってくる

蕊
備
霊

現
代
の
注
目
す
べ
き
職
業
の
一
つ
に

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
あ
る
。
映
画
、
演

劇
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
も

長
で
あ
る
著
者
が
綴
る
万
博
、
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
、
大
阪
瓢
世
紀
計
画
の
体
験

小
林
一
三
翁
の
思
い
出
は
、
職
業
を
超

え
た
現
代
史
と
し
て
興
味
深
い
。

峠
畷
一
電
剛
篭
謹

ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
時
代
の
幕
あ
け

と
呼
ば
れ
る
今
日
、
現
代
生
活
に
お
い

て
よ
り
高
い
精
神
的
な
も
の
へ
の
葉

ガ
ン
ジ
ー
の
教
え
に
共
鳴
し
た
蕃
者
が

自
ら
の
体
験
に
も
と
づ
い
て
明
解
に
、

悟
り
を
説
く
人
生
讃
歌
。
宗
教
を
単
に

信
仰
の
賜
物
と
す
る
の
で
な
く
、
合
理

的
積
極
人
生
識
と
し
て
而
白
く
読
め
る

（
編
集
工
房
ノ
ア
刊
￥
１
５
０
０
）

癖
》
鉾
』
。
．
》
篭
》
『
夢
判
断
』

鞭
、
恥
・
…
蕊
美
童
春
彦
署

画
家
で
あ
り
作
家
で
も
あ
る
異
色
の

精
神
農
が
解
き
あ
か
撚
愛
の
神
秘
．

夢
は
自
分
自
身
の
内
而
に
あ
る
欲
求

す
。
そ
の
夢
を
科
学
的
に
解
明
し
、
ゆ

と
り
あ
る
人
生
の
指
針
に
し
て
も
ら
え

れ
ば
と
い
う
本
書
。
迷
信
や
好
奇
心
だ

け
の
占
い
本
で
な
い
の
が
特
徴
。
夢
判

断
は
、
精
神
を
科
学
的
に
探
究
す
る
茶

礎
で
あ
り
、
人
生
の
正
し
い
道
を
踏
み

は
ず
さ
な
い
た
め
の
警
告
と
い
う
。

琴議溌阜
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１
１
１
‐
‐
‐
‐
１
１
１
１
‐
‐
‐
ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐

１
１４８
１

属
◎
嗣
邑
弓
。
、
国

☆
作
家
の
田
辺
聖
子
さ
ん
が
伊
丹
の
新

居
へ
一
月
十
四
に
移
ら
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
カ
モ
カ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
（
川
辺

純
夫
氏
）
も
、
ス
ヌ
ー
も
お
じ
ん
や
、

可
愛
い
い
人
形
た
ち
も
。
〒
剛
伊
丹
市

梅
ノ
木
５
丁
目
６
ノ
狸
官
０
７
２
７

（
７
５
）
０
８
１
５

☆
本
誌
の
姉
妹
誌
で
総
合
雑
誌
の
月
刊

オ
ー
ル
関
西
が
、
廻
月
塑
日
で
株
式
会

社
と
し
て
発
足
。
創
刊
号
が
い
よ
い
よ

３
月
初
旬
に
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
乞
ご
期
待
／
〒
噸
大
阪
市
福
島
区

福
島
３
丁
目
１
ノ
調
イ
カ
リ
ピ
ル
３
Ｆ

茸
０
６
（
４
５
３
）
４
３
０
１
㈹
。
八
月

刊
オ
ー
ル
関
西
で
活
躍
し
て
い
た
川
崎

啓
一
さ
ん
が
円
満
退
社
し
、
月
刊
神
戸

っ
子
の
南
出
秀
保
が
後
任
に
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
㈱
か
ら
神
戸
っ
子
へ
立
花
靖
之

の
新
人
が
編
集
部
入
り
。
よ
ろ
し
く
Ｖ

★
俳
人
の
伊
丹
三
樹
彦
さ
ん
は
、
句
集

「
夢
見
沙
羅
」
を
再
版
。
写
俳
集
「
隣

人
」
（
東
南
ア
ジ
ア
作
品
）
が
準
備
中

公
子
夫
人
の
句
集
「
ガ
ル
ー
ダ
」
（
現

代
俳
句
協
会
刊
）
詩
集
「
赤
道
都
市
」

（
冬
樹
社
刊
）
が
年
末
に
上
梓
さ
れ
た
。

☆
詩
人
の
鈴
木
漠
さ
ん
の
詩
集
「
抽
象
」

（
二
五
○
○
円
）
連
句
集
「
壷
中
天
」

（
二
八
○
○
円
）
が
書
騨
季
節
社
か
ら

刊
行
中
。

☆
能
楽
師
の
久
田
徹
二
さ
ん
が
、
噸
大

阪
芸
大
術
文
化
祭
の
奨
励
賞
を
受
賞
。

対
象
は
大
和
屋
に
お
け
る
リ
サ
イ
タ
ル

の
能
「
井
筒
」
の
シ
テ
に
対
し
て
お
め

で
と
う
。

☆
ス
パ
イ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
ぷ
は
ら
の
樫

山
道
夫
・
澄
子
夫
妻
が
北
区
に
転
居
。

〒
師
－
ｕ
神
戸
市
北
区
鳴
子
町
１
ノ
型

ノ
４
茸
５
９
２
１
７
６
８
２

★
垂
水
区
居
住
者
で
、
体
の
不
自
由
な

方
を
対
象
に
、
ピ
ア
ノ
無
料
出
張
教
授

を
致
し
ま
す
。
光
の
家
舞
子
相
談
室

（
〒
砿
神
戸
市
垂
水
区
西
舞
子
８
丁
目

皿
ノ
銅
、
今
藤
雅
照
宮
０
７
８
（
７
０

８
）
５
４
７
８

☆
編
集
室
が
新
年
よ
り
大
神
ピ
ル
の
７

Ｆ
か
ら
９
Ｆ
の
最
上
階
へ
移
室
。
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
、
港
、
市
役
所
の
見
え
る

い
い
景
色
で
す
。
電
話
は
従
来
通
り
。

花時計

旬
、
シ
ネ

督
マ
ハ
、
ワ
ス

霊
に
て
上
映

函
予
定
。

鉾
監
督
の

演
白
羽
君
は

神
戸
育
ち

蕊

の開庫がち
メか支武か
ンれ部蔵広
（た、野場

も虚需譲
う友画大２
ち会廊学回
、兵の校武
洋庫後友蔵
画支援会美
の部で兵展

た達イの催
・のア実さ
工に演れ
作よや、
なる山絵
どユ田画
がニさブ

屋ルボァ
ホなアチ
さ子イ作
れ供デリ

謹蕊籍!’

ゴ
ル
キ
ィ
ー
号
」
が
５
月
５
日

「
ロ
イ
ャ
ル
ー
号
」
が
５
月

７
日
に
２
度
目
、
「
ツ
ル
ク
メ
ニ

ア
号
」
が
５
月
、
日
と
そ
れ
ぞ

れ
続
い
て
い
る
。

☆
冊
武
蔵
美
展
に

県
下
の
Ｏ
Ｂ
舵
名
が
出
品

さ
る
旭
月
焔
ｌ
加
日
、
さ
ん

中
西
勝
氏
、
西
村
功
氏
ら
を
は
口
山
田
憲
三
造
形
絵
画
教
室
の
日
大
芸
術
学
部
在
学
中
。
今

じ
め
と
す
る
馳
名
が
近
作
を
出
茸
（
８
２
，
）
４
９
，
６

年
の
夏
、
ク
ラ
ン
ク
オ
，
ン
予
定

品
し
て
今
回
の
展
覧
会
と
な
っ
☆
８
ミ
リ
自
主
映
画
大
作
の
蛸
鶴
映
画
製
作
の
準
備
に
す

た
。
ま
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
ん
ち
「
か
っ
て
愛
し
き
」
完
成
″
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
次
回

か
で
は
、
詑
年
度
卒
業
生
、
山
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
夜
か
作
も
大
い
に
期
待
で
き
そ
う

田
憲
三
さ
ん
が
開
い
て
お
ら
れ
ら
翌
朝
に
か
け
て
神
戸
を
舞
台
だ
。

‐
１
，
，
１
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
ｉ
‘
’
‘
，
，
，
‐
Ｉ
‐
‐
．
‐
‐
‐
，
１
１
‐
１
１
‐
‐
’
’
１
１
１
‐
‐
’
‐
‐
‐
１
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
ｌ
‐
…
Ｉ
，
‐
‐
’
‐
’
‐
‐
，
，
，
ｉ
ｌ
‐
！
‐
，
‘
‐
‐
‐
‐
‐
，
Ｉ
，
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
‐
．
ｉ
‐
１
，
，
．

２回目を迎えた武蔵美展
山田さんと生徒たちの作品
も１．弓手生画る
同トクヤに徒教造
時展リンよ達室形
開一エグるのの絵

ア
ジ
ア
と
神
戸

新
年
早
々
に
宮
崎
神
戸
市

長
は
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
と

の
交
流
を
更
に
深
め
る
た
め

に
、
神
戸
に
ア
ジ
ア
セ
ン
タ

ー
を
つ
く
る
計
画
を
表
明
し

た
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に

留
学
生
会
館
を
建
設
し
て
、

留
学
生
の
た
め
に
独
自
の
奨

学
金
制
度
も
設
け
る
と
い
っ

た
自
治
体
外
交
を
推
進
す
る

に
し
た
ラ
ブ
。
ス
ト
ー
リ
ー
。

美
し
い
Ｃ
Ｍ
の
数
々
を
見
て

い
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ト
の
連

続
。
都
会
の
喧
喋
を
忘
れ
さ
せ

て
く
れ
る
幻
想
的
シ
ー
ン
の

数
々
。
こ
の
映
画
は
、
３
月
中

そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
ア
ジ

ア
音
楽
祭
」
が
開
催
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
う
い
っ
た
催
し
を

通
じ
て
ア
ジ
ア
と
神
戸
が
よ

り
密
接
に
交
流
と
連
帯
を
深

め
、
ア
ジ
ア
と
日
本
を
繋
ぐ

窓
口
と
し
て
の
神
戸
と
し
て

文
化
や
経
済
の
接
点
と
な
る

よ
う
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で
あ

ろ
う
。
地
球
時
代
は
海
外
の

都
市
と
都
市
が
交
流
を
深
め

そ
れ
が
市
民
と
市
民
の
連
帯

を
深
め
て
ゆ
く
大
き
な
流
れ

に
な
る
べ
き
だ
と
思
う
。八

Ｙ
Ｖ

と
い
う
意
向
で
あ
る
。

こ
の
構
想
は
、
昨
年
５
月

に
持
た
れ
た
神
戸
経
済
会
議

が
答
申
し
た
提
案
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。

現
在
、
日
本
の
海
外
留
学

生
の
受
け
入
れ
状
況
は
他
の

先
進
国
に
比
べ
て
貧
弱
で
そ

の
対
応
は
は
る
か
に
遅
れ
て

い
る
。神

戸
に
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー

が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
は
国
際

港
都
を
も
っ
て
任
じ
る
神
戸

と
し
て
は
真
剣
に
取
組
ま
ね

ば
な
ら
な
い
計
画
だ
ろ
う
。

今
秋
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
る
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プ
、
サ
モ
サ
な
ど
な
ど
和
洋

の
家
庭
料
理
が
一
品
５
０
０

円
か
ら
６
０
０
円
で
味
わ
え

る
。
「
菜
こ
ろ
」
と
は
、
そ

う
い
う
楽
し
い
店
だ
。

最
近
は
〃
手
づ
く
り
料

理
″
ブ
ー
ム
だ
が
、
味
・
値

段
と
も
に
納
得
の
行
く
、
ま

さ
に
〃
な
る
ほ
ど
の
店
〃
。

倉
掛
さ
ん
が
た
っ
た
ひ
と

り
で
切
り
回
し
て
い
る
店
だ

が
、
「
前
か
ら
こ
う
い
う
店

を
や
り
た
か
っ
た
」
と
言
う

だ
け
に
、
旬
の
味
の
数
々
に

は
、
食
通
を
う
な
ら
せ
る
だ

け
の
も
の
が
あ
る
。

５
．
・
ｍ
Ｐ
Ｍ
ｌ
ｕ
．
．
”
Ｐ
Ｍ
日
曜
休

Ｌ＝

ひとりで頑狼る愈掛さん

☆
手
づ
く
り
の
コ
ー
ヒ
ー
と

家
具
が
語
り
か
け
ま
す

ユ
ー
ヒ
ー
の
老
舗
、
萩
原
コ

ー
ヒ
ー
店
が
、
三
宮
生
田
筋
の

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
ビ
ル
ー
階
に

「
瑚
誹
倶
楽
部
」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
が
、
連
日
、
コ
ー
ヒ
ー
通

で
賑
っ
て
い
る
。

神
戸
の
洋
家
具
の
老
舗
・
永

田
良
介
商
店
の
家
具
・
調
度
品

が
、
い
か
に
も
こ
の
店
に
し
っ

と
り
と
し
た
落
ち
着
き
を
与
え

繁
華
街
の
真
中
に
あ
り
な
が
ら

静
寂
な
空
間
を
創
り
出
し
て
い

る
。
自
動
ピ
ア
ノ
の
調
べ
が
流

れ
る
な
か
で
、
コ
ク
の
あ
る
香

り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
む
の

は
、
実
に
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と

き
だ
と
い
え
よ
う
。

え
て
い
る
。

「
と
に
か
く
頑
張
り
ま
す
」
と

意
欲
満
々
の
鵜
殿
さ
ん
。
神
戸

人
と
し
て
は
大
い
に
声
援
を
送

り
た
い
も
の
だ
。

５
．
．
ｍ
Ｐ
Ｍ
Ｉ
２
．
．
伽
Ａ
Ｍ
無
休

電
話
（
０
３
）
５
８
１
１
０
８
０
４

☆
ア
ン
テ
ノ
ー
ル
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
ス

イ
ー
ッ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
登
場

ケ
ー
キ
シ
ョ
ッ
プ
ア
ン
テ
ノ

ー
ル
が
、
ｎ
月
帥
日
よ
り
ム
ー

ン
ラ
イ
ト
ピ
ル
ー
Ｆ
に
、
新
し

く
リ
ッ
チ
な
デ
ザ
ー
ト
空
間
を

び
っ

群
。
自
慢
の
豆
パ
ン
も
好
評
。

営
業
時
間
正
午
、
Ｉ
２
Ａ
Ｍ

宮
３
３
１
１
８
６
４
０

コクのある香り高いコーヒー

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ブ
レ
ン
ド
、

ア
メ
リ
カ
ン
が
い
ず
れ
も
５
０

０
円
で
、
他
に
モ
カ
・
マ
タ
リ

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
ブ
ル
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
等
の
ス
ト
レ
ー
ト
、

ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

の
ア
レ
ン
ジ
、
さ
ら
に
ジ
ュ
ー

ス
や
パ
イ
、
シ
ョ
コ
ラ
な
ど
も

各
種
と
り
揃
え
て
い
る
。

皿
．
、
帥
Ａ
Ｍ
ｌ
ｎ
・
血
Ｐ
Ｍ
、
日
限
日
／

、
．
、
岨
Ａ
Ｍ
Ｉ
８
．
．
ｍ
Ｐ
Ｍ
無
休

髄
話
３
３
２
１
２
０
１
６

☆
今
宵
は
楽
し
く
、
東
京
赤
坂

ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ

東
京
・
赤
坂
東
急
ホ
テ
ル
地

階
に
あ
る
ラ
イ
プ
ラ
ウ
ン
ジ

「
ハ
ー
バ
ー
ラ
イ
ト
。
ク
ラ

ブ
」
は
、
遊
び
心
を
知
っ
た
ヤ

ン
グ
と
ア
ダ
ル
ト
の
社
交
場
。

神
戸
・
花
隈
「
松
の
家
」
の

鵜
殿
洋
子
さ
ん
が
、
関
西
人
の

面
子
に
か
け
て
頑
張
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
は
や
ら
な
い
は
ず
が

な
い
。連

夜
、
一
流
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
ス
テ

ー
ジ
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
拾
っ

た
だ
け
で
も
、
前
田
憲
男
、
世

良
譲
、
北
村
英
治
、
ア
ン
リ
菅

野
、
原
信
男
、
ヘ
レ
ン
メ
リ
ル
、

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

家
庭
料
理

菜
こ
ろ

中
央
区
下
山
手
通
２
１
狸
ｌ
副
生
田

ソ
シ
ア
ル
ピ
ル
ロ
瓢
１
３
０
３
２

ほ
う
れ
ん
草
と
春
菊
の
ご

ま
和
え
、
ヒ
ジ
キ
の
煮
も
の
、

レ
ン
コ
ン
の
黄
身
酢
和
え
、

エ
ピ
イ
モ
の
煮
も
の
。
さ
ら

に
ベ
ー
コ
ン
と
野
菜
の
グ
ラ

ッ
セ
、
タ
ラ
の
ト
マ
ト
ス
ー

真
梨
邑
ケ
イ
、
マ
ー
サ
三
宅
な

ど
、
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー

が
出
演
し
て
い
る
。
し
か
も
、

本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
料
理
と
特

選
神
戸
牛
の
鉄
板
焼
き
を
は
じ

駕
熊

１
１４９
１

ｆ
め
、

樋
毒
グ
ル

毛
ウ
メ
が

塞
介
納
得

達
↓
す
る

鋲
料
理

率
》
恥
緬

お酒落なスペース

気は間者今るて設
抜人での若 ･ いけ

蝉埋＄

一鯉I J I
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画Ｌ _

１
１５０

ｒｌ

ＮＥＷＳ
●
フ
ァ
ミ
リ
ア
か
ら

メ
ロ
デ
ィ
カ
ー
ド

ピ
ｉ
タ
ー
ラ
ピ
ッ
ト
や

ス
ヌ
ー
ピ
・
・
な
ど
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
お
な
じ
み
の

フ
ァ
ミ
リ
ア
か
ら
音
楽
の
流
れ

る
メ
ロ
デ
ィ
・
‐
力
．
・
ド
が
新
し

く
発
売
さ
れ
た
。

カ
ー
ド
を
開
け
る
と
光
に
反

応
し
て
音
が
出
る
し
く
み
で
、

〃
ハ
ッ
ピ
ー
バ
：
ス
デ
ー
〃
・

〃
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
″
・
〃
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
″
の
３
種
類
の
メ
且
ア

イ
。
５
万
回
も
聞
く
こ
と
が
で

き
る
。色

は
、
ブ
ル
ー
、
ピ
ン
ク
、

イ
エ
ロ
Ｉ
で
、
い
ず
れ
も
ピ
ー

タ
ー
ラ
ピ
ッ
ト
の
絵
が
か
わ
い

い
。
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
で
一

部
９
５
０
円
。

ピータラピットがかわいい

識蕊

⑮
都
心
に
ク
リ
ェ
イ
テ
ィ

Ｎ
ブ
ホ
ー
ル
ー
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
Ｌ

配
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

○
に
者
側
的
に
利
用
で
き
る

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ホ
ー
ル

ー
フ
ラ
ッ
シ
こ
が
哩
月
別
、

オ
ー
プ
ン
し
た
。

波
奏
会
・
演
劇
な
ど
ア
ク
シ

ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
誰
横

会
・
会
議
な
ど
カ
ル
チ
ャ
ー
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
・
・
な
ど

イ
ン
パ
ク
・
侭
・
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

自
由
自
在
に
利
用
で
き
る
。霧

ホールを語る岩瀬支配人

文
化
と
情
報
の
発
信
地
と
な

る
よ
う
に
、
と
名
付
け
ら
れ
た

『
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
」
は
、
ま
さ
に

ク
リ
エ
イ
ト
す
る
空
間
だ
。

ロ
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル

（
弓
＆
動
ジ
ー
且
）
月
輪
宅
１
句
ｆ
ｑ
ｌ

●
ラ
ン
ド
ル
ト
の
お
菓
子

可
で
コ
ン
ビ
ー
ブ
パ
ー
テ
ィ

Ｐ
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
湖
畔
の

Ｓ
ス
テ
ー
フ
ァ
に
住
む
素
敵

な
家
族
、
ラ
ン
ド
ル
ト
家

の
お
菓
子
を
い
っ
ぱ
い
取
り
揃

え
た
ラ
ン
ド
ル
ト
で
は
、
ｎ
月

調
日
の
東
京
店
（
大
丸
東
京
店

地
下
１
Ｆ
）
の
オ
ー
プ
ン
を
機

に
、
ｎ
月
配
日
１
廻
月
３
日
に

か
け
て
東
京
都
内
皿
ヵ
所
で
主

婦
を
対
象
に
１
回
７
余
で
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
た
。

こ
の
パ
ー
‐
テ
ィ
ー
は
ス
イ
ス

の
風
と
光
と
土
と
水
の
な
か
で

育
っ
た
ラ
ン
漬
ル
ト
家
の
お
菓

子
を
実
際
に
す
て
き
な
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
作
り
、
食
べ
な
が

－－－－

ら
ラ
ン
ド
ル
ト
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣

旨
で
行
わ
れ
た
。鍵

京京でのホームパーティーで

ケ
ー
キ
作
り
だ
け
で
な
く
テ

－
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
紅
茶

の
入
れ
方
．
飲
み
方
、
パ
ー
テ

ィ
の
気
く
ば
り
等
も
学
べ
る
と

参
加
者
に
大
好
評
。
関
西
で
も

５
０
０
０
人
の
会
員
を
対
象
に

一
‐
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の
お
菓
子
教

室
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る

●
リ
ュ
バ
ン
ド
ー
ル
が

Ｐ
ケ
ー
キ
＆
バ
ー
に
変
身

》
ン
跳
崎
嘩
嘩
毒
帽
山
率
群

従
来
の
ケ
ー
キ
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
シ
劃
ツ
プ
に
テ
イ
ー
ル

ー
ム
を
加
え
て
、
廻
月
７
日
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
た

オ
ー
プ
ン
２
周
年
を
機
に
テ

イ
ー
ル
‘
・
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
お
客
様
の
要
望
に
応
え

て
の
改
装
。

リュバンドール
ケーキ＆
パー。

｜
コ
ー
ヒ
：
や
ケ
ー
キ
は
も
ち

一
ろ
ん
、
軽
食
や
ア
ル
甲
‐
ル
類

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
少
し
高
級
と
い
う

イ
メ
ジ
が
あ
っ
た
が
、
味
は

そ
の
ま
ま
で
、
ケ
．
キ
ー
個
２

．
０
０
１
４
０
０
円
に
値
段
が
下

げ
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
ケ
ー
キ

セ
ッ
ト
に
す
る
と
さ
ら
に
印
円

引
き
。
ま
た
、
ク
レ
ー
プ
も
新

し
く
垂
場
し
た
。

今
、
流
行
の
カ
フ
ェ
＆
バ
ー

タ
イ
プ
の
こ
の
お
店
は
、
“
く

も
若
い
人
た
ち
の
間
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
。

一
ロ
ケ
ー
キ
＆
パ
ー
リ
ュ
パ
ン
ド
ー
ル

｜
》
》
榊
岬
》
呼
醒
認
印
昭
）

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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の
ほ
ど
店
内
を
改
装
、
２
階

の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
１
階
の
ナ

伶倭や鋤

結
ば
れ
た
。

イ
ト
ク
ラ
ブ
が
中
央
階
段
で

ラ
ブ
の
北
野
ク
ラ
ブ
が
、
こ

杉
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
が
注
目

１
１５１
１

ロ
北
野
ク
ラ
ブ

（
２
２
２
）
５
１
２
３

す
る
北
野
ク
ラ
ブ

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ナ
イ
ト
ク

，Ｐ両ｌＰＬＥ〈１７＞
『_ 再_ 誼的ＬＬ●は当刃わずか②＊ b 卸面■… ･ 津■吻唖②、訟卓 z か丘一や酋幽村β一や－

T ＯＰＩＣＳ
④
ペ
ニ
ー
毛
皮
店
木
店
で

２
月
４
日
１
浬
日
に
ア
ン

コ
ー
ル
セ
ー
ル
を
開
催
し

ま
す
。
本
当
に
価
値
の
あ

る
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の

逸
品
物
の
毛
皮
を
最
低
価

格
で
ご
牽
仕
い
た
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
際
余
館
１
Ｆ
・
ベ
ー
ー
ー

毛
皮
店
不
店
（
２
２
１
）
３
３
２

７
へ
⑥

●
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ち
ん
が
ら

屋
で
２
月
一
瞬
旬
１
．
３
月
．
・
一
旬
に
、

”
美
服
市
〃
と
通
し
た
バ
ー
ゲ
ン

七
ｌ
ル
が
開
か
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
ち
ん
が
ら
塵
セ
ン
タ
ー
端
華
埴

（
３
３
２
〉
５
２
９
８
へ
。

③
大
丸
前
の
プ
テ
ィ
ワ
ク
・
サ
ン

ミ
ヨ
シ
ヤ
で
２
月
配
日
、
Ｉ
”
日
に

”
剛
ス
プ
リ
ン
グ
＆
サ
マ
ー
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
〃
と
題
し
た
受
注
会
を

開
催
し
ま
す
。
翻
年
の
秋
・
冬
物

に
引
き
続
い
て
、
天
野
承
又
の
優

美
な
世
界
が
期
持
で
き
そ
う
…
…

詳
し
く
は
、
サ
ン
ミ
ョ
シ
ヤ
（
３

３
２
）
５
３
６
１
へ
。

●
三
直
し
デ
ィ
ス
ダ
イ
ニ
ー
前
の

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
か
ら
新
製
品
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ト
・
型
の

チ
訂
画
レ
ー
ト
が
赤
い
ケ
ー
ス
に

７
個
入
っ
て
￥
５
０
０
。
空
に
鉱

石
た
ケ
ー
ス
も
ペ
ン
ケ
ｉ
ス
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
”
モ
ザ
イ
ク
〃

と
い
う
塩
前
の
舞
副
窒
品
、
ち
ょ
っ

と
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で

す
か
。
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
（
３
３

１
）
１
２
１
７
。

●
レ
ス
ト
ラ
ン
＆
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

の
北
野
ク
ラ
ブ
で
は
、
２
月
中
旬

に
〃
北
野
ナ
イ
ト
〃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
美
し
い
夜
禁
を
見
な
が

ら
、
食
事
や
脊
楽
を
。
北
野
ク
ラ

ブ
〈
２
２
２
〉
５
１
２
３
。

トータルコー
かせないイヤ
ー￥1 8 0 0 ,⑪
1500。

1鰯
］

堂堂L醗旨悪達竺呂昌鶏品

、コスモポリタンから
チョコレートを
センター･ 街レディスダイエー

前・ロシア風本枯チョコレート
をつくって5 0 余年のコスモポリ
タンからチ回コレー! 、“パレン
テポーナ･ ，￥1 5 0 0 を３鰯揃にプ
レゼント。ちょっとした噛り物
に最適です。

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ

ＰＲＥＳＥＮＴ
ＣＯＲＮＥＲ

応
募
方
法
⑬
葉
聾
に
維
所
、
氏
名
、
電
話
希
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
明
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
束
町

噛
‐
・
Ｉ
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
神
戸
っ
子
』
神
戸
百

▼
店
会
プ
レ
ゼ
ン
・
鵬
・
係
ま
で
ご
唯
募
下
さ
い
。
２
月
釦

日
消
印
ま
で
祢
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
っ
子
か

ら
当
選
莱
書
を
発
送
、
葉
誓
を
持
っ
て
お
店
ま
ぜ
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



松
本
一
郎
〈
魁
海
事
文
化
研
究
所
理
事
長
〉
妬
多
田
智
満
子
〈
詩
人
〉

江
戸
の
武
士
は

灘
の
酒
の
お
得
意
さ
ん
だ
っ
た

冒
険
物
語
に
も
経
済
問
題
は
必
ず
絡
ん
で
い
る

多
田
私
、
筑
摩
書
房
の
風
間
さ
ん
と
い
う
編
集
者
の
方
と
今
度

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
関
す
る
本
を
出
し
ま
し
ょ
う
、
な
ん
て
お
約
束

し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
風
間
さ
ん
か
ら
か
ね
が
ね
松
本
さ
ん

の
こ
と
を
よ
く
お
伺
い
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
何
か
船
に
関
す
る

多
田
智
満
子
対
談
シ
リ
ー
ズ
●
午
后
の
対
話

膨
大
な
蔵
書
を
お
持
ち
だ
と
…
。

松
本
そ
う
で
す
か
。
風
間
君
に
は
、

僕
も
本
書
け
、
本
書
け
っ
て
言
わ
れ
て

ま
し
て
ね
、
僕
の
書
く
も
の
は
難
か
し

す
ぎ
て
売
れ
ま
せ
ん
よ
っ
て
言
っ
て
る

ん
で
す
（
笑
）
。
僕
は
一
応
船
屋
の
社
長

（
新
大
図
汽
船
）
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、

一
番
力
を
入
れ
て
る
の
が
海
事
文
化
研

究
所
の
理
事
長
と
し
て
の
仕
事
な
ん
で

す
。
蔵
書
の
方
は
２
万
冊
ほ
ど
あ
っ
て
、

市
立
中
央
図
書
館
の
２
階
に
松
本
文
庫

と
し
て
寄
贈
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
僕

は
だ
か
ら
船
屋
の
社
長
と
い
う
よ
り
は

本
屋
だ
な
。

多
田
い
つ
頃
か
ら
船
に
関
す
る
本
を

集
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

１
１５２
１

松
本
神
戸
大
学
在
学
中
の
頃
か
ら
か
な
。
こ
れ
が
松
本
文
庫
の

リ
ス
ト
な
ん
で
す
よ
。

多
田
わ
ぁ
分
厚
い
リ
ス
ト
で
す
ね
。
本
の
題
を
見
る
だ
け
で
も

何
日
も
か
か
り
そ
う
で
す
。
松
本
さ
ん
は
ず
っ
と
神
戸
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
か
。

松
本
え
え
。
僕
の
父
も
松
本
商
店
っ
て
い
う
船
屋
で
ね
、
親
子

1３

｢ アメリカ、欧州航路は昔からの原則で神戸港からでています｣ 松本一郎さん
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二
代
で
川
年
余
り
神
戸
に
い
る
、
僕
だ
け
で
も
帥
年
。

多
田
そ
う
で
す
か
・
松
本
さ
ん
の
蔵
書
は
専
門
書
だ
け
で
す
か
。

松
本
い
や
、
昔
の
海
洋
文
学
な
ど
も
あ
り
ま
す
よ
。

多
田
す
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
紅
海
を
抜
け
イ
ン
ド
へ
行
っ
た

と
い
う
「
エ
リ
ュ
ト
ラ
ー
海
航
海
記
」
と
か
…
。

松
本
あ
り
ま
す
、
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
僕
の
集
め
た
本
は
大
体

が
遠
洋
史
で
ね
、
し
か
も
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
や
マ
ゼ
ラ
ン
が
ど
う
し

た
、
と
い
う
伝
記
的
な
こ
と
で
な
く
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
乗
っ
て
た

船
に
は
い
く
ら
お
金
が
か
か
っ
て
い
た
か
、
と
か
、
何
人
乗
組
員

が
い
て
月
給
を
い
く
ら
も
ら
っ
て
い
た
と
か
い
う
経
営
的
な
こ

と
、
つ
ま
り
航
海
営
業
史
を
中
心
に
や
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
。
僕

た
ち
の
商
売
は
世
界
中
に
船
を
回
し
て
お
金
も
う
け
を
す
る
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
文
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
…
。
要
す
る
に
経
済
型
な
ん
で
す
よ
。

多
田
古
代
文
学
、
例
え
ば
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
「
イ
ー
リ
ア
ス
」
や

‐
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
」
等
純
粋
な
神
話
文
学
を
読
み
ま
し
て
も
、
や

は
り
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
経
済
問
題
が
入
っ
て
い
ま
す
よ
。

松
本
そ
う
そ
う
。
戦
争
す
る
に
も
戦
費
が
か
か
る
し
、
何
よ
り

１
１５３
１

多
田
そ
れ
は
命
が
け
で
す
ね
。

松
本
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
時
代
は
ヴ
ェ
ン

チ
ャ
ー
っ
て
い
う
と
、
金
を
求
め
る
人

々
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
金
を
求
め
る

投
資
家
達
も
沢
山
い
て
ね
、
無
一
文
に

な
る
の
を
覚
悟
で
冒
険
し
て
い
た
。
あ

の
頃
は
、
船
は
地
中
海
、
特
に
イ
タ
リ

ー
中
心
で
、
今
の
レ
バ
ノ
ン
の
港
（
シ

ド
ン
、
チ
ロ
等
）
も
非
常
に
栄
え
て
い

た
ん
で
す
よ
、
地
中
海
を
越
え
る
と
今

度
は
香
料
が
豊
富
だ
と
言
わ
れ
て
い
た

イ
ン
ド
、
そ
し
て
当
時
、
金
が
あ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
た
ジ
パ
ン
グ
（
日
本
）

に
も
行
け
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
イ
ス

ラ
ム
が
邪
魔
し
て
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
は

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
の
陥
落
後
出

､鍾鍾灘蕊，

霞
割

も
人
は
食
べ
な
い
と
い
け
な
い
。

多
田
そ
う
な
ん
で
す
。
ホ
メ
ー
ロ
ス
で
も
ト
ロ
イ
に
ギ
リ
シ
ャ

人
が
攻
め
て
い
っ
た
の
は
、
ト
ロ
イ
の
王
子
に
ヘ
レ
ネ
ー
と
い
う

一
采
女
が
奪
わ
れ
た
た
め
に
．
：
と
い
う
の
は
表
向
き
の
理
由
で
、
本

当
は
政
治
・
経
済
の
問
題
が
絡
ん
で
い
ま
す
。

松
本
だ
か
ら
僕
が
「
オ
デ
ッ
セ
イ
」
読
む
場
合
に
は
、
誰
が
船

を
つ
く
っ
た
か
と
鞭
船
に
費
さ
れ
た
コ
ス
ト
と
か
、
食
料
の
こ

と
な
ど
を
考
え
て
し
ま
う
。
例
え
ば
穀
物
は
ク
レ
タ
島
で
は
と
れ

な
く
て
ね
、
エ
ジ
プ
ト
か
ら
も
ら
っ
て
い
た
し
、
魚
も
そ
れ
を
採

る
漁
夫
が
い
て
、
そ
れ
ら
の
食
料
は
奴
隷
を
雇
っ
て
船
で
運
ば
れ

て
き
た
…
。
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
歴
史
っ
て
そ
う
い

う
も
の
が
い
ろ
い
ろ
総
合
さ
れ
て
で
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の

よ
う
に
船
の
世
界
に
は
金
も
う
け
、
つ
ま
り
資
本
主
義
の
問
題
が

必
ず
絡
ん
で
く
る
ん
で
す
が
、
金
も
う
け
の
た
め
に
は
イ
ン
ヴ
ェ

ス
テ
ィ
メ
ン
卜
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
航
海
に

も
船
員
や
船
主
な
ど
は
皆
、
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
メ
ン
ト
で
、
報
酬

の
約
束
が
あ
る
の
で
す
よ
。
し
か
も
、
冒
険
航
海
は
生
き
る
か
死

ぬ
か
の
危
険
、
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ー
せ
ね
ば
な
ら
ん
の
で
す
。

N それだけは必死で守らないといけませんね」多田智満子さん
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鱒灘
の
酒
の
消
費
者
は
江
戸
の
武
士

松
本
神
戸
と
い
え
ば
港
で
す
が
、
昔
の
兵
庫
と
違
っ
て
神
戸
港

が
目
立
っ
て
く
る
の
は
勝
海
舟
が
来
て
か
ら
で
す
よ
ね
。
昔
は
も

ち
ろ
ん
兵
庫
の
港
が
先
で
ね
。
港
が
栄
え
た
の
は
ご
存
知
の
よ
う

に
神
戸
に
は
生
活
に
必
要
な
物
資
が
乏
し
く
他
地
方
か
ら
運
ん
で

き
て
い
た
か
ら
で
す
。
米
も
材
木
も
魚
も
み
ん
な
瀬
戸
内
や
北
陸

地
方
か
ら
来
て
い
た
ん
で
す
よ
。
兵
庫
の
廻
船
問
屋
、
北
風
家
は

歴
史
に
の
こ
る
大
家
で
し
た
。

多
田
神
戸
は
米
ど
こ
ろ
の
播
州
平
野
を
ひ
か
え
て
い
ま
す
の

に
・
・
・
・

松
本
徳
川
時
代
の
百
万
石
ク
ラ
ス
の
殿
様
は
北
陸
前
田
で
し
ょ

う
。
米
中
心
の
徳
川
の
世
の
中
で
す
か
ら
辺
ぴ
な
所
か
ら
も
消
費

市
場
へ
送
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
北
海
道
（
蝦
夷
）
が
開
け
て

昆
布
や
陳
や
鮭
な
ど
の
海
産
物
が
京
阪
の
中
心
地
へ
運
ば
れ
た
。

当
時
商
取
引
の
中
心
は
大
阪
で
し
た
。
一
方
、
江
戸
へ
送
る
商
品

が
多
い
。
と
い
う
の
は
江
戸
は
消
費
都
市
で
ね
、
人
口
Ⅲ
万
人
の

１
１５４
１

蕊

嘩蛾鯵も擢撰！

か
け
た
ん
で
す
が
、
丁
度
あ
の
辺
り
を
ト
ル
コ
族
が
占
領
し
て
い

て
、
陸
上
交
通
が
途
絶
え
て
い
た
か
ら
海
上
を
大
回
り
し
て
い
く

し
か
な
か
っ
た
、
大
西
洋
側
を
回
っ
て
ジ
パ
ン
グ
の
方
へ
い
く
し

か
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

多
田
地
中
海
は
そ
れ
ま
で
は
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
も
含
め

て
全
て
ロ
ー
マ
人
の
も
の
、
我
ら
の
海
（
マ
レ
・
ノ
ス
ト
ゥ
ル
ム
）

だ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

松
本
そ
う
そ
う
。
そ
の
頃
は
帆
前
船
は
な
く
、
ガ
レ
ー
船
ば
か

り
で
し
た
。
そ
れ
を
漕
ぐ
の
は
奴
隷
で
ね
、
奴
隷
は
ア
フ
リ
カ
か

ら
沢
山
来
て
い
た
。

多
田
金
に
魅
力
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
分
か
る
ん
で
す
が
、
昔

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
香
料
、
ス
パ
イ
ス
を
あ
れ
ほ
ど
求
め
て
い
た

と
い
う
の
は
今
か
ら
考
え
る
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
で
す
ね
。

松
本
肉
を
多
く
食
べ
る
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

多
田
肉
の
保
存
が
き
か
な
い
か
ら
ス
パ
イ
ス
で
ご
ま
か
し
て
た

松
本
え
え
。
ス
パ
イ
ス
は
南
洋
の
ジ
ャ
ワ
諸
島
が
中
心
で
し
た

が
、
イ
ン
ド
大
陸
方
面
で
も
十
分
手
に
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

塩
も
重
要
な
調
味
料
で
ね
、
塩
の
産
地
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に

入
る
ま
で
の
ス
・
へ
イ
ン
海
岸
や
フ
ラ
ン
ス
の
ピ
ス
ヶ
湾
あ
た
り
で

し
た
。

多
田
南
の
方
の
海
は
塩
分
が
多
い
ら
し
い
で
す
ね
。
蒸
発
が
激

し
い
か
ら
で
し
ょ
う
ね
。

松
本
そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
塩
は
帆
前
船
で
北
海
や
あ
ち
こ

ち
へ
運
ん
だ
よ
う
で
す
。
地
中
海
は
ア
ル
プ
ス
か
ら
の
風
が
あ
る

か
ら
帆
前
船
で
も
十
分
に
行
け
た
の
で
す
が
、
皿
月
頃
に
な
る
と

北
風
が
吹
い
て
上
れ
な
く
な
り
２
月
頃
ま
で
し
け
る
。
す
る
と
帆

前
船
に
安
全
な
春
、
夏
の
季
節
が
大
切
に
な
る
ん
で
す
よ
。
ま
た
、

海
戦
は
冬
の
風
の
強
い
時
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
な
ん
て
い
う
決

ま
り
も
で
き
た
。

多
田
一
種
の
国
際
法
み
た
い
な
も
の
で
す
か
。
も
っ
と
古
代
に

な
り
ま
す
と
、
大
事
な
祭
り
の
と
き
に
は
戦
争
を
し
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
。
た
と
え
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
つ
ま

り
オ
リ
ン
ピ
ア
大
祭
の
と
き
に
は
、
喧
嘩
し
て
い
た
国
々
が
戦
争

を
や
め
て
、
祭
り
の
期
間
中
は
仲
良
く
運
動
競
技
を
し
た
よ
う
で

す
か
ら
。

識
悶
・
鑑

§

噂

鱗
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譜”肉一・“雪………認識浮零 う
ち
半
分
は
武
士
だ
か
ら
生
産
階
級
が
い
な
い
ん
で
す
よ
。

多
田
そ
う
で
す
ね
。
日
本
国
中
の
農
民
が
江
戸
を
支
え
て
い
た

と
い
う
感
じ
で
。
江
戸
は
米
ば
か
り
で
な
く
て
、
衣
料
品
や
日
用

品
の
消
費
も
大
変
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

松
本
だ
か
ら
江
戸
へ
物
資
を
送
る
前
段
階
と
し
て
兵
庫
、
大
阪

へ
全
て
の
物
資
が
集
中
し
た
ん
で
す
。

多
田
瀬
戸
内
海
は
兵
庫
、
大
阪
へ
至
る
大
運
河
と
も
い
え
ま
す

ね
。松

本
え
え
、
兵
庫
は
大
阪
へ
行
く
前
の
中
継
所
の
よ
う
な
港
で

も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
米
や
炭
や
塩
な
ど
を
運
ぶ
帆
前
船
が
、
し

け
る
度
に
兵
庫
の
港
へ
入
っ
て
い
た
ん
で
す
。

多
田
昔
の
船
は
遠
洋
航
海
で
き
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
風

が
止
ま
る
と
も
う
進
ま
な
い
か
ら
岸
ぞ
い
に
行
っ
て
い
た
…
。

松
本
そ
う
。
だ
か
ら
北
陸
を
出
た
船
は
金
沢
近
接
の
三
国
港
で

積
み
荷
し
、
敦
賀
や
丹
後
宮
浦
港
な
ど
を
出
る
と
、
そ
の
次
は
隠

岐
之
島
ま
で
入
港
で
き
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
下

関
や
瀬
戸
内
の
明
石
、
兵
庫
と
進
み
、
か
く
し
て
兵
庫
が
船
商
売

の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
兵
庫
で
一
部
商
品
を
揚
げ
、
そ
れ
か
ら

最
終
的
に
大
阪
へ
運
ん
だ
ん
で
す
。
雑
貨
の
本
源
地
は
や
は
り
大

阪
で
し
た
ね
。

多
田
大
阪
は
い
や
で
も
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
る
運
命
に
あ
っ

た
の
で
す
ね
。
兵
庫
は
港
だ
け
で
、
商
都
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
ね
。
灘
の
お
酒
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
（
笑
）
。

松
本
そ
の
灘
の
酒
も
武
士
が
一
番
よ
く
飲
ん
だ
ん
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
灘
で
で
き
た
酒
を
、
こ
れ
ま
た
侍
の
町
で
あ
る
江
戸
ま
で

積
ん
で
い
っ
た
ん
で
す
。
風
に
乗
れ
ば
加
日
も
か
か
ら
ず
運
べ
た

Ｐ

騨
騨
轄
蕊
盛

騨
騨
轄
蕊
盛

議騨
懲壁悪

i自強員

詣静

〃
蕊

の
で
す
が
、
運
が
悪
い
と
大
阪
、
灘
、
兵
庫
か
ら
和
歌
之
浦
、
伊

勢
湾
、
鳥
羽
と
進
み
、
鳥
羽
か
ら
先
は
避
難
所
が
な
く
て
風
が
吹

き
止
む
ま
で
鳥
羽
で
何
日
も
待
っ
て
い
た
：
。
。

多
田
兵
庫
港
か
ら
積
み
出
せ
な
か
っ
た
ん
で
す
か
。

松
本
大
阪
や
灘
に
は
江
戸
行
き
の
樽
廻
船
と
い
う
定
期
船
が
あ

っ
た
か
ら
ね
。
毎
年
２
月
に
新
酒
が
出
は
じ
め
る
と
競
争
し
て
船

積
み
し
た
。
も
と
も
と
大
阪
か
ら
雑
貨
類
を
積
み
出
す
菱
垣
廻
船

と
い
う
問
屋
型
軒
と
、
対
応
す
る
江
戸
の
型
の
組
合
が
協
力
し
て

船
積
み
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
は
酒
が
重
要
な
積
み
荷
で
、

後
に
分
か
れ
て
先
に
申
し
た
樽
廻
船
と
い
う
独
自
の
運
送
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
元
来
、
酒
量
の
少
な
い
昔
に
は
馬
の
両
側
に
下

げ
て
東
海
道
を
皿
里
旅
し
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
２
樽
で
１
駄
と

い
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
永
い
航
海
中
に
は
杉
の
香
も
移
る
し
、

他
方
、
樽
の
吸
う
量
も
あ
る
の
で
東
京
に
着
く
こ
ろ
に
は
ど
う
し

て
も
量
が
減
っ
て
る
。

多
田
馬
子
も
飲
ん
で
い
た
り
し
て
（
笑
）
。

松
本
そ
の
後
、
年
間
輸
送
量
が
増
加
し
て
、
船
の
利
用
に
切
り

換
え
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
船
積
み
だ
と
、
酒
樽
と
酒
樽
の
間
に

ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
て
も
っ
た
い
な
い
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
、
酒
を
運
ぶ
と
き
は
樽
の
隙
間
に
他
の
雑
貨
を
詰
め
た
り

し
て
た
ん
で
す
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
ま
た
問
題
が
出
て
来
る
。

多
田
酒
臭
く
な
る
か
ら
で
す
か
？

松
本
え
え
。
採
算
上
ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ス
ペ
ー
ス
を
ど
う
埋
め
る

か
っ
て
大
変
な
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
海
が
し
け
て
く
る
と
、

難
を
避
け
る
た
め
に
酒
樽
を
ま
ず
海
に
投
げ
込
ん
で
い
た
の
で
問

題
が
起
こ
っ
て
く
る
…
。

１
１５５
１

砥

艶

斑

識
捧
》

零
犠
鍵

嬢
謝
癖 守

守
配
等
‐
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６
‐
５
１
１

で
阪
神
の
船
主
等
も
大
い
に
も
う
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
敗
戦

で
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

多
田
そ
の
他
の
主
要
な
船
会
社
は
、
東
京
へ
移
転
し
た
の
で
す

か
。松

本
え
え
。
神
戸
で
は
飯
が
食
え
な
い
の
で
大
会
社
の
下
部
会

社
に
な
り
、
多
く
の
会
社
は
東
京
へ
移
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
神

戸
の
土
台
は
崩
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
今
、
神
戸
は

ダ
メ
で
し
ょ
う
。

多
田
そ
う
で
す
ね
。
商
業
的
に
も
工
業
的
に
も
大
阪
に
や
ら
れ

て
い
ま
す
ね
。

松
本
昔
は
大
阪
ほ
ど
悪
い
港
は
な
か
っ
た
。
西
風
が
吹
く
と
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
ね
。
し
か
し
今
は
、
大
阪

に
も
神
戸
と
同
じ
く
ら
い
立
派
な
コ
ン
テ
ナ
・
ヤ
ー
ド
が
で
き

た
。
ま
た
、
産
業
、
貿
易
の
地
盤
も
大
阪
は
遥
か
に
大
き
い
…
。

多
田
神
戸
っ
子
は
地
団
駄
を
ふ
む
わ
け
で
す
。

松
本
大
阪
に
は
背
後
に
工
場
用
地
が
あ
り
、
商
取
引
の
機
構
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
が
強
味
な
ん
で
す
よ
ね
。
神
戸
は
狭
い
か

ら
、
工
場
は
播
州
方
面
に
建
て
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
に
第
１

次
製
品
は
皆
、
地
方
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
し
ね
。
だ
か
ら
神
戸
は

何
か
特
別
の
工
場
ｌ
煙
の
た
た
な
い
電
化
の
工
場
ｌ
な
ど
を

考
え
出
し
た
り
、
流
行
の
先
端
を
い
く
商
品
を
生
み
出
し
て
海
外

輸
出
し
た
り
す
る
な
ど
変
っ
た
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
ね
。

多
田
そ
う
で
す
ね
。

松
本
そ
れ
に
、
イ
ン
ド
、
南
洋
、
中
国
、
ア
フ
リ
カ
航
路
な
ど

が
大
阪
に
取
ら
れ
て
い
く
中
で
、
ア
メ
リ
カ
航
路
、
欧
州
航
路
な

ど
は
ま
だ
昔
か
ら
の
原
則
で
神
戸
港
か
ら
出
て
い
ま
す
。

多
田
そ
れ
だ
け
は
必
死
で
守
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

松
本
え
え
。
そ
れ
に
神
戸
港
は
何
よ
り
も
チ
ー
プ
・
ハ
ー
バ
ー

（
便
利
で
安
価
な
港
）
を
モ
ッ
ト
ー
に
発
展
し
て
ほ
し
い
も
の
で

す
ね
。

八
船
舶
倶
楽
部
に
て
Ｖ

カ
メ
ラ
／
渡
辺
泰
臣

多
田
海
の
神
様
に
捧
げ
る
わ
け
で
す
ね
（
笑
）
。

松
本
そ
れ
で
樽
と
雑
貨
の
積
合
せ
が
問
題
と
な
り
、
菱
垣
廻
船

と
酒
を
運
ぶ
樽
廻
船
と
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

神
戸
は
チ
ー
ブ
・
ハ
ー
バ
ー
を
モ
ッ
ト
ー
に

多
田
明
治
初
年
に
な
っ
て
汽
船
や
汽
車
の
時
代
に
な
る
と
、
船

輸
送
に
ど
ん
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

松
本
西
洋
型
の
帆
船
に
よ
る
輸
送
も
鉄
道
が
で
き
た
た
め
、
酒船の世界の過去、現在、未来を巡って対話はつづく' ･ …,

も
陸
輸
送
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
帆
船
か
ら
汽
船
所
有
に
転

換
す
る
酒
造
業
者
が
増
え
て
き
た
。
例
え
ば
銘
酒
白
鹿
の
醸
造
元

も
汽
船
所
有
の
別
会
社
に
進
展
し
、
こ
れ
が
大
戦
後
私
達
の
引
き

継
い
だ
新
日
本
汽
船
の
起
こ
り
な
ん
で
す
。
や
は
り
海
国
日
本
に

は
船
が
必
要
で
し
ょ
う
。
戦
争
す
る
ご
と
に
大
き
な
船
も
い
り
ま

し
た
し
ね
。
日
本
郵
船
や
大
阪
商
船
は
政
府
が
保
証
金
を
与
え
て

つ
く
っ
た
会
社
で
す
が
、
他
の
辰
馬
汽
船
な
ど
の
船
主
は
一
匹
狼

で
沢
山
船
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
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北野の高台にあるゴージャスな応接間
異人坂で神戸の昼と夜をご満喫ください……。

i鱗驚蕊

ﾌｨﾘビﾝから稗戸へ今､ﾎｯﾄな風が．.・
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神戸市中央区北野町2丁目9 - 2 2 <三本松不動尊北）
TEL(078)222-2001㈹
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